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例外的にすべるギリのとき
R。=M。Nが成立

"のでこの鬱鬱し
な面を一ぉとと鈳る～で

(B+C)

M十24､ 同
F=0.90Mg

問題も条件よりす
べるギリギリが

m i e i i Ro F=0.90Mg
このときは、ギリギリすべってない↓3M

g として扱う、（力はつりあう）

ギリすべっていないので R = Ro=M。Nといえる。
まだギリすべっていないのでつりあいといえる。



西川続き
水平のつりあい

F = R

⇒0.90Mg=MoN・・・①

鉛直のつりあい
N = 3 M g . . . ②

① に ② を 代 入 し て

0.90Mg=Mo・3Mg
i . Mo=0.3°いー ー

（2) CがB上をギリすべりだすときを考える。
↓問題文の条件を整理

F=0.90Mgとなったところで （B+C）が一体となって、A面
をどの！離後すで！・ F=1.5Mgとなったとき、

(BとCの分離直前を作図）
a籡？？！鬱で

がが ギリすべってないので 2Mg
最大静止摩擦力 と
f。=MiN ' すべっているので

Cが分離する直前は（B+C）は、 （BC 動摩擦力
-体なので同じ加速度となる。 （A面）

⇒ aとする。
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☑ ma=Fより
M a = F - f 。 <の一人5Mg-us！なな
な？#

⑤ + 6 0でMo 'M gを消去
2 M a=u'。Mg-0.3Mg

+ のこ！のでは2 - - 1

これを⑤式に筏、99--4
2 M x0.40g=Mi Mg - 0 .3Mg

i . Mi=いい



同続き
-（3)F=2.0Mgのときは、BとCは分离離して、1個別ですべっている

⇒個々の加速度をもつ、
⇒ BC面の摩擦も動摩擦力となる。
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すべっているので 蒞動摩擦力

前問（2）のときとR'、N.N'は変わらない。
R'=0.3Mg,N=3Mg,N'=Mg

水平方向について
B Ma=Fより
2MAB=f'ーR'

↓ななどでな
いでは
2MAB=Mg-0.3Mg
i . A B = 0，2，


